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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

現在，エポプロステノールの有効性は報告がなされているが，その適切な増量法に関し

ては未だ不明である。我々は，エポプロステノール治療を受けた肺動脈性肺高血圧症(PAH)

症例の予後予測因子を明確にするため，WHO 機能分類 III または IV の特発性/遺伝性 PAH

患者 46 例について，後ろ向き観察研究を行った。約 2,100 日の追跡調査期間中 32 例(70%)

が生存し，14 例が死亡した。生存例の多くは，投与開始後 1 年間に急速な増量を行ってい

た。そこで，エポプロステノール開始後 3 ヶ月目に 20ng/kg/min 以上かつ，1 年目に

45ng/kg/min 以上投与した症例を急速増量群，それ以外を緩徐増量群と定義し，2 群を比較

した。 急速増量群は投与開始後 6 ヶ月以降で持続して肺動脈圧が有意に低下したが，緩徐

増量群では低下を認めなかった。さらに，急速増量群では生存率が緩徐増量群と比較して

有意に良好であった(100% vs.51%,p=0.022)。特発性/遺伝性 PAH 症例において，エポプロ

ステノールの急速・高用量の増量法は，肺血行動態と予後の改善につながることが示され

た。 
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